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Chomsky 1965 他）．そして 1970 年代から 1980 年代に
提唱された統率・束縛理論（Government and Binding 
Theory）（Chomsky 1981）による，α移動（move- α）
という「任意の範疇αを任意の位置へ移動せよ（move 


















































































うになる約 5 万年前から 2 万 5000 年前となる．文字の
誕生以降となると，せいぜい 6000 年前にまで限定され












































































































































やはり 360 度の空間認知ができる複眼の存在が大きい． 






































































（13）a. The bike is near the house. 
b. ? The house is near the bike. 




































































































































たものである．その他，Lakoff & Johnson は以下のよう
な例を挙げている． 
 
HAPPY IS UP; SAD IS DOWN 
＜楽しきは上，悲しきは下＞ 
I’m feeling up.（気分は上々だ） 
I’m depressed.（落胆している） 
 
MORE IS UP; LESS IS DOWN 
＜より多きは上，より少なきは下＞ 
The number of books printed each year keeps going up． 
（毎年印刷されている本の数は上昇し続けている） 
His income fell last year. （彼の収入は昨年落ちた） 
 
GOOD IS UP; BAD IS DOWN 
（良いことは上，悪いことは下） 
Things are looking up. （景気は上向きつつある） 
Things are at an all-time low. （景気は史上最低だ） 




























































































































1) 1866 年 3 月 8 日に承認された学会規程の第 2 条．原文は
以下の通り． 
ART. 2: La société n'admets aucune communication concernant, 
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